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論文内容の要旨 
 
内視鏡デバイスの進歩により数多くの早期（表在）食道癌の診断が可能になってきている。 
これにより、食道 ESD の適応症例が増加しているが、表在へ広く進展するという食道癌の特徴の
ため、食道 ESD は広範に行わなければならない。食道 ESD を広範囲とくに全周性に行うと 10
～30％の割合で狭窄をきたす。 
現在、食道 ESD 後の狭窄に対する予防法、治療法としては、早期からの内視鏡的な拡張術、ステ
ロイド投与などが試行されている。 
前者は術後早期から長期にわたり頻回に拡張が必要であり、拡張操作による合併症もしばしば併
発するため、患者の QOL を低下させる。 
後者は未だその効果は不明瞭でありステロイドによる有害事象の問題がある。 
狭窄部に何らかの素材をパッチすることにより、拡張させることができれば、頻回の治療が必要
でなくなる。 
我々は、食道欠損部を修復可能な人工食道壁というものを生体吸収性ポリマーにより作成し報告
している。 
今回の実験では、我々の作成した人工食道壁を良性食道狭窄部に移植することによって、狭窄部
を拡張可能かどうかを検討した。 
実験は、6 頭の雑種ブタを用い行った。 
すべてのブタに長径 1.5cm の全周性 ESD を作成し、2 週後狭窄が作成されていることを確認、こ
のブタを 2 群に分けた。 
一方は人工食道壁を移植して狭窄部を拡張させる群、以下 AEW 群 
もう一方は ESD 作成 2 週目以降、内視鏡的にバルーン拡張を毎週行う群、EBD 群とし、各 3 頭
ずつ割り付けた。 
ESD 作成後 10 週目、狭窄治療開始後 8 週目に評価のため犠牲死させた。 
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各々の群で食道を摘出し、組織学的検討を行った。 
結果 
すべてのブタは ESD 後 2 週後にピンホール状の狭窄をきたした。 
AED 群は経口摂取が良好で体重が増加し、食道の狭窄症状は認めなかった。 
瘢痕部は比較的柔らかく、パッチ部は薄く、固有筋層の再生は一部完全ではなかったがほぼ完成
していた。 
パッチ部には上皮は正常食道同様の扁平上皮が認められた。 
EBD 群は経口摂取が不良のためか、体重減少が有り、狭窄症状が出現していた。 
狭窄部瘢痕は硬く、この部分に上皮の再生はなく、結合組織の増生が認められた。 
我々の作成したAEWはESD後の良性食道狭窄を拡張させ治癒させることが可能であることが示
唆された。 
 
 
 
